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L.L.ジェーンズ大尉と熊本洋學校

一教師館までのルート及び熊本洋學校再考一

石井容子

１．はじめに

「大政類典第二編」（自明治４年８１１韮明治10年１２月）によると、文部省は、明治４年８月28日から

７年１０月７日までの３年間、アメリカ国籍のジェーンズ大尉.（LeroyLansmgJanes、1837年３月27日

-1909年３月27日）を英語学教師として雇用した｡’ジェーンズは、赴任先の熊本洋學校で、英語に

よる普通教育を行った。３年の任期が切れた後も、細川護久侯の援助で２年延長されて2都合５年間、

熊本洋學校に奉職した。離熊後、大阪英語学校で勤務したあと、家族とともに帰国した。明治２６

(1893）年、３人月の妻フローラと再び来日し、第三高等中学校の英語教師となったが、教育制度改

革により改称された第三高等学校を解雇され、鹿児島の学校に赴任した。その後、第三高等学校に復

職するが、明治3２（1899）年、任期切れで離職し、帰国した。日本での教職を希望したが叶わず、晩

年の１０年間はカリフォルニアで過ごした｡細

ジェーンズは、カリフォルニアで、彼自身のメモや熊本洋學校元生徒から送られた資料などに基づ

いて、３０年前に５年間過ごした熊本での1]常を綴った。その著作が、KUMWOTO,Ａ〃EPiSodei〃

JtLpa7z，ｓＢ)℃αk/>℃？"F1e皿dalisml「クマモト、日本の封建制からの幕開けに関するエピソード」（以

下、「クマモト」とするこ）である。

ジェーンズと熊本洋學校に関して、今まで様々な研究がなされているが、その多くは少数特定の研

究者の論考を引用、活用するにとどまっている感がある。そこで、原点に戻って、地元熊本に残る資

料等を論拠としながら、140年足らず前に創設された熊本祥學校を再考してきたが、その過程で、疑

問点と言及したい点が出てきた｡

本稿では、ジェーンズが初めて来熊した際の足取りに関する解釈について論じるほか、洋學校の設

立の経緯とその波紋、洋學校での教育に関しては日課、開校時の授業の様子及びアルファベットの学

習期間に絞って述べ、最後に、洋學校の閉校の理由について言及する。

2．教師館までのルート

本項では、ジェーンズが来熊した経練を踏まえたうえで、これまで明確にされてこなかったように

思われる熊本入港から教師館までの経路について論じる。

ジェーンズが米国で軍役を退き新しい生活を始めた1868年、Ｈ本では徳川将軍家のもとで250年以

上続いた封建的統治が幕を閉じ、重大な局面を迎えていた。1871年初め、熊本が外国人教師を求人し

ているという情報が、洋學校設立に尽力した横井大平の長崎留学時代の恩師で大学南校教師、宣教師

のグイド・フルベッキGuidoVerbeckからニューヨークのオランダ改革派教会理事会に伝わり、
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ジェーンズの義父スカッダー牧師HemyMartynScudderを経由してジェーンズのもとに届いた。

ジェーンズは、遠く離れた未知の国に、病気がちの妻、まだ３歳の誕生日を迎えていない長女、４月

に生まれたばかりの息子を連れていくべきかどうか数ケ月思案した。しかし、彼の家族に対する責任

が日増しに大きくなったことと、確実な月給400円が得られ３年間でかなりの貯金ができるという見

通しが遠い外国の仕事という危険を上回って、結局ジェーンズは熊本に行く決心をしたのである｡ｓ

ジェーンズー行は、サンフランシスコからおよそ21日の船旅の後`、横濱に到着した。そこで熊本

の役人と３年の雇用契約を結び、熊本に向かった｡７瀬戸内海を抜け、パッペンベルグ島（高鉾

島）ｓを通り過ぎて長崎に到着すると、長崎で一時待機した。潮流を利用して小型船で長崎から一気

に島原湾を渡って肥後に到達するためであった｡，

一方、熊本鵬は、学生の選抜試験を終え、あとは外国人教師の到着を待つばかりであった。ジェー

ンズー家は、横攪に入港する時と、長崎から肥後に向かう船中で、２度、台風に遭遇した。熊本に到

達すると、通常は河口で投錨し、次の満潮を待って川を遡り小島に上陸する。しかし、役人の代表が

夜明けとともに現地に駆け付けて投錨している小型船に川舟を送り込み、ジェーンズと家族を小島に

上陸させている10ところをみると、来熊の予定が大幅に遅れたこと以上に、彼らが台風に遭遇した一

家をどれ程案じていたかが窺える。

ジェーンズー行はSerikawa沿いの道を移動した。そして、小島上陸後の教師館までのルートにお

けるSerikawaに関して、先行文献ではSerikawaを「白川」と解釈している｡、

このSerikawaについて、ジェーンズの妻ハリエットは、祖国に出した書簡で以下のように述べて

いる。

KumamotoisaboutfOurmnesaboveOshimarightupthebankoftheSerikaw2L…
￣

ThecountlywasbeautifULOurpathranalongtheriverbankthroughfieldsofwavingliceand

mnletandpasttheneatestmarketgardensofswee[potaLoesandradishes，eggplantand

tunUpsj2

（Fig.１）熊本市を流れる３つの川の現在のルート
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Ｆｉｇｌの通り、現在の地勢では、白川は、阿蘇から坪井)'１の南手を通り海に入るルート（Ｆｉｇｌの

－－）、坪井川は、熊本市北部の源を発して、高橋町で井芹)||を受け入れ島原湾に注ぐまでの

ルート（Ｆｉｇｌの←)、井芹川は、熊本市と鹿本郡植木町の境あたりを水源として、高橋町で坪井

Ⅱ|に合流するまでのルート（Ｆｌｇｌの＜・・・）を流れていて、現在、ＦｉｇｌのＸの流域は「坪井Ⅱ|」

となっている。

この地勢において、乳飲み子と幼児を連れたジェーンズー行は、時間のかかる白川沿いの道ではな

く、それ以外のもっと短いルート、例えば、百貫往還などの整っていた現.坪井川沿いのルートをな

ぜ使わなかったかという疑問を筆者は今まで解決できないままでいた。

慶長６年から12年にかけての加藤清正の画期的な大工事で、「千葉城以南の坪井川筋を廃川として

(－①）新しく城の南面に沿うた新111を掘り（－②)、現鹿児島本線北岡鉄橋のところで井芹Ⅱ|を合流

させ」'3た。つまり、「白)||に合流していた坪井)||を付け替えて茶臼山の西を流れる井芹)||に合流さ

せて内堀とし､白｣||を外堀として城郭との間に城下町を配置した」Ｍあと、天保年間に、「坪井｣||の末、

白川に入り来りし所ふさぎ、唐人町の裏を掘り通し、三町目の橋に至り、それより下、井芹川に会

し」１５たのである。また、清正は、城下町を洪水から守るため、井芹川を高橋方面に向ける治水事業

を行う中で、春日付近で合流していた白Ⅱ|と井芹｣||を分離し、「石塘ｲｼﾄ,ﾓ」（Ｆｉｇ２の「。｣）という

堤を築いた。整理すると、ジェーンズが熊本にやって来た頃、坪井Ⅱ|は、井芹Ⅱ|と合流するルート②

までしか流れておらず、その後、昭和の初めに坪井)||は大改Ｉｌ参されて、現在の川筋となったことが分

かった。

（Fig.２）明治期、熊本市内を流れていたjllのルート
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元地図：熊本全圖（明治13年御届、明治14年出版）（－部を使用）

熊本県立図書館所蔵

ＦｉｇｌのＸは、以前から坪井Ⅱ|と呼ばれていたのだろうか？
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その前に考慮しなければならない事項がある。ジェーンズが来熊して１年足らず後に、明治天皇が

九州に巡幸されたことである。

明治五年六月十七日（太陽暦で七月二十二日）…野母崎を経て天草灘に入り、午後三時早崎

海峡を通過し、湯島の北方に治ひて進ませらる、七時四十分肥後園小島沖に投錨す、白川縣

權参事奉迎し天機を侯す、直ちに汽艇野母丸に乗御、坪井側の河口にてさらに端艇に移御し、

流を遡りたまふ、…九時下松尾村字潟に著御、…九時三十分牙にて小島に著し、行在所（※

米村基三郎の家）に入りたまふ、…

十八日午前六時騎馬にて小島を發したまふ、…下代村を經て高橋町民が坪井川に架したる

新橋を渡御し、熊本に向はせらる、…九時熊本に著し行在所（學舎、會輔堂と新す）に入り

たまふ、…'６

当時、受け入れ府県にとって、天皇巡幸は一大事であったことだろう。ジェーンズが来熊した際は、

藩公から賜った馬で小島から熊本に移動しているが、翌年、明治天皇も騎馬で小島から熊本に移動し

ている。そして、所謂明治維新に遅れること３年の「肥後の維新」'7以降、ジェーンズ招聰時も、天

皇巡幸の折も、同じ実学党が県政を指揮していたことを考えると、明治天皇が熊本城下へ巡幸される

ルートとして、１年前にジェーンズが馬を使って問題の生じなかった道を採用したと考えるのが妥当

であるように思う。以上を鑑みて、ジェーンズが踏んだルートは天皇巡幸の道だったと仮定し、２頁

のジェーンズの妻ハリエットの書簡の内容及び下記の資料を合わせて、Ｆｉｇ３のように推察してみる。

縣礁よりは殊更らに長崎に漁船を磯して以て、ヂェンス氏と共に之に乗じて、八月十五日

面稠に著す、藩公之に乗馬を賜ふ、氏乃ち之に乗じ、夫人は寵に乗ず、常備軍の二隊ヂェ

ンス氏を熊本の南端国といへる虚に迎ふヂェンス氏二隊の兵士に擁せられ､馬に跨り粛々

として熊本に入り、古城の假舘に着しぬ、…'８

(Fig.３）ジェーンズー家の熊本到着から城下までの移動手段と経路

小島から仮住いまで、

ジエーンズは藩公から賜った馬で、

家族はノリモノ（大ｺﾞﾋﾞi寵）で移動。

alongTow-boat

/byrivercraft

川船

tｈｅＮｏｍｏ

上陸

(徒歩）

glFiiiji1型iIlij鵠小島行:i烏為､(尿彌＿
|肥後の城の広い堀に架かつた橋 壕の内壁頂部から約１５ｍ高所にある仮住い_ヲ

引用18によると、ジェーンズー行は明治４年８月15日に百貫港に到着している。実際に地元の道を

歩いてみると、今はわずかに地名や営造物、石碑などに「百賃」や「百貫石」という名が残っている

のが確認でき、「明治天皇肥後行幸誌Ｉの「百貫港」と類似したアングルで、彼らが到着した「目貫Ⅱ
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と考えられるポイントを写すこともできた。百頁や上陸地が点在するのも、白川沿いではなく、Ｘ)|｜

沿いであり、白川からはかなりの距離がある。

明治初年のXjllの呼称に関して調べた結果、Ｘ｣||はかつて「小川ｺｶﾞﾜ」と称され、高橋公民館が発

行した「高梁史話」には、「小川（井芹川の末)」と記されていた｡'9従って、現在、地図で坪井)||と

なっているＦｉｇｌの「X」は、以前は「坪井川」でなく、「井芹川」の未だと位置付けられていたこ

とが分かった。つまり、次頁Ｆｉｇ５の通り、当時「井芹Ⅱ|」は、現・熊本県道22号熊本停車場線春

日橋付近で白川と一旦合流し再び分流して島原湾に注ぐルート（次頁Ｆｉｇ．５の＜・ロ。。）を流れてい

たことになる。

百貫港
(Fig.４）白111と小川
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明治天皇小島行在所跡

(熊本市指定有形文化財）

元地図・熊本県管轄肥後国飽田郡下松尾村

（現・熊本市松尾町、他）（－部を使用）

「新熊本市史・別編第１巻絵図・地図」

熊本県立図書館所蔵

Ｆｉｇ５の明治４年頃の井芹Ⅱ|と白)||のルートは、明治44年に部分修正された地図をもとにして

追ったため、多少のずれがあるとは思うが、ジェーンズー行は白川沿いの土手でなく、井芹川の末と

認識されていた川沿いの土手を（Ｆｉｇ５の－）を辿ったと推察する。熊本に入国したばかりの

ジェーンズの妻ハリエットが井芹川イセリガワを「Serikawaセリカワ」と手紙に書いても不思議は
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(Fig.５）想定できるジェーンズの足取り（－－－）と当時の井芹川の川筋（・・。。｡）

元地図・熊本五万分之一地図（－部を使用）

(明治34年測図、同44年部分修正、大正10年出版）

熊本市歴史文書資料室提供

ない。これまでの研究でSerikawaは「白川」と捉えられていたが、実はそれは白川でなく「井芹川」

であると考えられる。

3．熊本洋學校の設立

本項では、熊本洋學校設立の経緯を述べるとともに、これまであまり論じられてこなかった設立地

周辺の環境を明らかにして、同校の設立が投じた波紋について言及する。

ジェーンズと同じアメリカ国籍の歴史学者ＲＧノートヘルファー氏（1939-）は、明治初期の熊

本について次のように分析している。

ジェーンズがやって来た1871年の後半、熊本では大混乱が起きていた。熊本はどの地域より

も保守的な傾向が強く、少しでも進歩的な知識を持つ者には危険な場所で、明治維新の早い

時期になされるべき近代化が遅れていた。領内の改革派が、この地域の失われた威厳と影響

力のいくつかでも取り戻せるような政策転換を始めることができたのは、内戦直後に、熊本

には国を動かす力がないという切迫した苦悩があったからだ｡20

雄藩に遅れをとっていた熊本でも、明治３（1870）年６月１日、細川護久侯（1839-1893）が弟の

護美公（1842-1906）を大参事に据えて新政権を発足させた。護久侯も護美公も横井小楠（1809-

1869）の門弟で、藩政改革の折には実学党の人材を重用した。教育改革として、７月８日に藩校｢時

習館｣と漢方医学校｢再春館｣､洋學所などを廃止し、１０月６日にオランダ海軍医官セ・ヘ・ファン・マ

ンスフェルトを招聰して蘭方医学の「古城醤學校」及び病院を、翌明治４年「古城堀端」にジェーン

ズを招聰して「熊本洋學校」を開設した｡2'そして、敷地高台の東南側に醤學校教師邸が、東北側に

洋學枝教師邸が併設された。これらの建物が設立されたのは、現・熊本県立第一高等学校敷地内であ
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(Fig.６）古城、千葉城、宮内、花岡山る。

熊本洋學校の設立場所については、「改訂肥後藩國事

史料」巻十に、「熊本古城の北隅に在りし三渕都築中根津

川松井六家の邸地凡そ一万餘坪を買上けられ之を學校敷地

に供せられ候二付」と詳しく記されている｡型家督を相続

した護久侯が開明的施策の一つとして熊本洋學校を新設し

たのは、熊本城内の古城ﾌﾙﾝﾛと呼ばれる地域で、現在の熊

本城が完成する前の藩主の居城一隈本城があった場所とい

うことになる。ノートヘルファー氏の言う「どの地域より

も保守的な傾向が強く、少しでも進歩的な知識を持つ者に

は危険な場所」において外国人教師を護衛するうえで、細元地図：熊本全圃（－部を使用）
（明治13年御届、明治14年出版）

Ⅲ家の|日居城に洋學校を設立したことは、藩知事護久に
熊本県立図書館所蔵

とって好都合だったと推察する。

一方、勤皇党の祖、林桜園ﾊﾔｼｵｳｴﾝの私塾「原道館」が城内千葉城にあり、また、尊王撰夷を高唱

して極端な保守主義を貫いた神風連が後に決起した藤崎八旙宮も、当時現在地（熊本市川淵町）には

なく、「白川縣肥後國熊本全圖」（明治10年）によると、洋學校から約700ｍ離れた城内一現．藤崎台

県営野球場の地（熊本市宮内）にあった。熊本洋學校から保守勢力が集結する場所まで、さほど離れ

ていない。第２級生徒つまり創立２年目入学者の海老名弾正が、日曜日の午後の遊び場所として、洋

學校からおよそ３ｋm離れた花岡山（熊本市春日町）を挙げている四ところを見ると、さほど離れてい

ないというより、むしろ極めて近いと言える。これまで侍の特区だった場所に、西洋科学文化を学ぶ

洋學校が設立されたため、丁嵩を結った援夷主義者の怒りに触れただろうことも、否定できない状況

だったと推察する。

4．熊本洋學校の教育

本項では、先行研究で知られていないように思われる日課について述べたあと、洋學校開校時の授

業の様子を踏まえたうえで、研究者によって記述の異なるアルファベットの学習期間について言及す

る。

日課に関しては、熊本洋學校でサマータイム制が採られていたことを述べたい。

Lessonsbegan

closedatthree

aｔｅｉＲｈｔｍｓｕｍｍｅｒｔｅｌＴｎ ａｎｄａｔｌＵｎｅｍｗｉｎｔｅｒ．ｍsunⅡnｅｒｔｈｅｓｃｈｏｏｌｗａｓ

three；lnwinter,ａｔfour.…2４

海老名弾正も、「起床時間は５時か６時［季節によって異なる］で、それを知らせる鐘の音で全員

ベッドから飛び起きた。朝食の時刻を知らせる鐘は７時に鳴り、全員が整列した。…」錫と伝えてい

る。

日本では、戦後1948（昭和23）年、ＧＨＱの指令により「夏時刻法」が制定された。しかし、反対

の声が多く、４年間続いた後に廃止された｡2`そもそも、サマータイムは、１８世紀後半にベンジャミ

ン・フランクリン（1706-1790）が提起した制度だと言われている幻が、現在サマータイムを実施し
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てい患欧米においても、２０世紀になるまで実施はなかったとされている｡郷

開国直後の日本の学校にこのサマータイム制を導入す患ことができたのは、まず、ジェーンズ自身

が「クマモト」で述べているようにフランクリン鰯業績を高く評価していた鍋こと、そして、熊木洋

學校第１級生徒、小崎弘道が「ジェーンズ大尉の仕事は、名目上、カリキュラムを決定し寮の監督者

としての責任を担うことであったが、入学すると、彼が実質的に学校全体を動かしているのが分かっ

た」羽と回顧しているように、ジェーンズが学校運営の全権を担っていたことが、大きな要因として

挙げられる。

次に、創立当初の授業の様子について言及する。将来、洋學校の生徒が250名から300名に増えるこ

とを見越して、広い寄宿舎や講義室、口頭演習室の建設が進む中で、洋學校の授業は仮校舎で始めら

れた。すると今後の教授手段である英語の基礎修得をめぐって、生徒達の激しい競争が始まった。

洋學枝での最初の課程は、アルファベットの習得篭った。ジェーンズは、３日間のトライアルで、

50から60人の秀才をざっと評価し、８人から10人の班腱分けた。そして、「英語の基本を教え込むた

めにスペリング･ブックを使ったが、手元に１，２冊しかなかったため、注文した同書が届くまで、

切望してやっと手に入れた黒板に英単語の発音の仕方を図解し」て教えたと述べている。当初から、

班の最優秀者には、難しい発音のほかアルファベットの基本の厳しい反復練習が課せられたとい

う｡即これだけの記述しかないので明言できないが、恐らく、班の最優秀者が班内の同級生に指導で

きるようにと採られた措置であろう。優秀な上級生が下級生クラスを教授したことは周知されている

が、ジェーンズは、初年に、各班の優秀者を鍛え、彼らが同級生を指導出来得るシステムを採ってい

た可能性が認められる。校舎が完成すると、生徒は大教室に出向くことが義務付けられ、ジェーンズ

が班ごとに１時間ずつ直接指導する間、指導を受けない生徒達は自習した｡躯

このように始められたアルファベットの学習期間は、のちに出版された９冊の研究本によると、２０

日（１冊)、１０日（５冊)、そして３，４日或いは３日（311H）だとする３つのグループに分かれるこ

とを見出した｡３３１０日とするグループのうち、「洋學校の授業状態を、 自分の級（海老名）に就いて云

蛙_ﾕ。…スペルリング書は各生徒に輿へられた。ヂェーズは、通謬なしに英語を激へ口の開き方や，

舌の上げ下げを教へる事、十日間に及んだ｡」と記述する著作本、渡瀬常吉著Ｔ海老名弾正先生」は

別として、その'他の著述ではそれぞれ明記されている日数が洋學枝全体の学習期間として伝わる可能

性がある。

一方、「クマモト』には、「1魂3年にジェーンズの十数人の教え子達が寄稿し、czUptq“JtUが2Ｇs”ｄ

灘ｓｌ/vbrk擁jkLp己冗がつくられた」と記されている。これは当事者である元生徒が関わっている著作

で、信頼性の高い文献だと認識する。そして、この文献は、アルファベットの学習期間について以下

③ように説明している。

CaptamJanesdidnotunderstandJapanese,andtheboysEnglish,someofthemunabletotell

thetopfromthebottomofanEnglishbook.Ｏnecanimagmewhatdifficultiesheexperienced

mteachingthealphabet､Ｂｕｔｈｅｏｖｅｒｃ３ｍｅｔｈｏｓｅｂｙｇｏｍｇｓｏｆａｒａstomustratebypicturesthe

promlnciationofeachletterltｂｃｏｋｈｉｍｔｗｅｎｔｙｄａｙｓｔｃｔｅａｃｈｔｈｅａｌｐhabettothefirsLsetof

boys､Thesecondsetleameditmeightdays,andLhethirdmthreedays､望
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CtLptat7zm"ｅｓａ７ｕｄｍｓＷｂ?北i?izJtupa7zが作成された年（明治U六年一月三十日發免)、上記を日本

語訳にした著作「追懐録」「九州文學第参拾登號附録」が九州文學社から、さらに、翌27年には、九

州文學記者を著者として『日本二於ケル大尉ヂェンス氏」という和書が出版されている。これらの著

作の中で、前著の５頁と後著の10頁には、それぞれ、「蝋初の人畢生の如きアルファベットのみにて

二十日を費やし第二年生には一周七日を以て之を授け、第三年生には三日を以て教授し終りしと云

ふ」と記されている。「九州文學」（託麻郡・熊本英學校校友会雑誌）は、主にコミュニティで流布し

ていた雑誌だと推察され、また、僅か19cmの小本「日本二於ケル大尉･ヂェンス氏」に至っては、全国

にどれだけ頒布されたか不明で、後年の研究者に届かなかったのかもしれない。いずれにせよ、熊本

洋學校でのアルファベットの学習期間については、「追懐録」及び「日本二於ケル大尉ヂェンス氏」

の記述内容である「創立１年目に入学した生徒には20日、２年目の生徒には７日、３年目の生徒には

３日でアルファベットを教えた」とすることが妥当だと考える。

5．熊木洋學校の閉校

閉校の理由に関して、杉井六郎氏は「キリスト教社会問題研究」第４号39頁で「花岡山結盟以後実

学党の人々の熱意が減退し学校維持資金も困難となった」と、また、松井康彦氏は『熊本洋学校とそ

の周辺」６９頁で「…上記の如き事件（花岡山事件）のため」と記す以外、閉校の理[l;1を明言する先行

文献が見当たらないようであるため、本項で言及する。

花岡山単件とは、明治９年１月30日、自主的にキリスト教を信仰するようになった熊本洋學校生徒

有志35名が花岡山で「奉教趣意書」に署名して誓いをたてた事件である。ジェーンズは「英語普通學

教師」再として招聰されており、授業ではキリスト教を教えなかったとのちに元生徒達が証言してい

る鋳にも拘らず、花岡山の事件により、ジェーンズは洋學校で多くのクリスチャンを養成したと言わ

れている。熊本洋學校第２級に入学し退学後第５級に再入学した37徳富蘇峰によると、横井小楠は明

治２年１月に「耶蘇教を信じたといふ理由の下に暗殺され」3‘ており、それ以降、キリスト教は実学

党にとって禁忌だったと考えられる。従って、実学党が創設したと言える熊本洋學校から、キリスト

教を信仰する生徒が多数出たことで、関係者は大いに動揺し混乱したものと推察する。結盟者の中に

小楠の嫡男・時雄までいた”となれば、なおさらのことだっただろう。

この理由以外に、明治６年５月30}三l､安岡良亮が中央から熊本に下り、県令（現在の県知事）に就

任したことを挙げたい。安岡の就任後､実学党の役人達は県政から一掃されている｡仰これは、熊本洋

學校創立から２年にも満たない時点で、洋學校が実質的にその政治的後見役を失っていたことを意味

し、今まで祥學校閉校に繋がる理由として挙げられることのなかった出来事のように思われる。県政

から離れた実学党の人々は、竹崎茶童らが結成した「耕転社」に結集しジェーンズの協力を得て西洋

式農法を試みたり､''実業を興したりした'2が、この件については論旨を離れるため言及することを

控える。花岡山の事件後、熊本洋學校を支え或いは立て直す後ろ盾が再び現れることもなく、創立五

年目の年度終了とともに、熊本洋學校は閉校されることになった。

6.おわりに

本稿は、断片的ないくつかの点を取り上げて論じ言及するという形をとった。

ジェーンズが入城したルートについては、先行研究の白川沿いの道ではなく、かつて井芹)||の未と
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認識されていた現在の坪井川沿いのルートが考えられると論じた。そして、熊本洋學校設立は、熊本

の保守勢力の存在を、また、閉校に関しては、キリスト教を無視して肯及することができず、異文化

間の歩み寄りの難しさを浮き彫りにした。

「家を自分たちの住みやすいようにlMEえた後は､日本語を学ぶことだけを考えてきた」肌I当時の多く

の伝道団体関係者と異なり、ジェーンズは、英語で英語を教えることにとどまらず、英語で各教科を

教授する教育方針を191〔いた｡.'西洋文化を修得したい生徒にとって、英語による普通教育は理想的な

教育環境である。そして、閉校までのわずか５年の間に、熊本洋學校は、創立当時の英学小学校45と

いう位置づけから、ＩＩｊ等教育'`、さらに、尚等教育１７を行う学校へと､その格付けを次第に上げていっ

た。このことだけをみても、ジェーンズがどれほど熊本の近代教育に貢献したかは明らかであろう。

しかし、西洋の11課を取り入れ、vli祥の科学技術・文化の精髄を教授した熊本洋學校は、当時の混

乱した状況の'１１で､熊本県民全てから支持を受けていたものではなかったのだろう。少なくとも｢西洋

器械の術を識くす｣鯛主義に反する擬爽主義者にとって、洋學校は耐えがたく、怒りを生む対象だっ

たに違いない。また、洋學校の閉校とともに、多くの才能ある若肴たちが県外に流出したことは、極

めて残念な結果だったと思われる。

最後に、本稿を作成するにあたり、郷二ｔ熊本でしか入手できない資料や文献を使わせていただき、

関係者の方々にお礼をllL上げたい。
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廃11ユー昭和27年４月11日法令館84号

http:"wwwjmam・cojp/collulln/Columml5/ll891141758l1tml?ＪｍＴ３日本能率協会マネージメントセン

ター

相賀徹夫「日本大百科全集ｊｌＯ、小学館、1986年、ｐ､245（索引先：サマータイム）

JaI1es、kUMAjVO7D、史料彙報第三集、ppl6,17,28,48,50,51,79．第四集、ｐ82．

EGNotehelfer,､TYammginChristianilO『ノーL､L・JaneslnJapan:CarrierofAmericanCultureand

Christianity,”ＪＯｕｍａノＱ/P7csby[e”ｍｚＨｉｉｓｔｏ７ｙｖｏｌｕｍｅ５４－ｎｕｍｂｅｒ４ｗｉnterl975,Presbyterian

HistoricalSociety,1975,ｐ､328．

Janes、ＫＵＭＷＯＴ℃、史料奨報第二集、ｐ､44.
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3２ Ｒ（i・NoIeheⅡでr,、TTainiluginCllrMiallity,，Ｌ、Ｌ，JaIlcsIIu・Iapall：CarrierofAmericanCultureand

Christiallity,”Ｊｏｗ７Ｂａｌｑ/Ｐ７ＦｓｂＵｌＧ''7α〃〃islomvolum()５４－IuI1mber4mntel･’975,Presbvterian

His【oricalSocietyl975,ｐ３２９

□①1926年、細田令寿「五11MｲI:熊本班（バンド）追悩録｣、ｐ｣２

…｢ナンバー」を「何番」と解し、「スタンド、オン」を「「ん段」と誤るが如きは尚ⅡJな})。其

の9』．:け-鴬十六字廿HluをY1やし、無味乾燥宛然砂をIIiliむがlU1き綴普を六ケ月'1Mも打縦いて譜記せ

しが如き、今更其の根氣強きに筋かる、な1兆

回②1938年、渡瀬常吉「海老名iiMll1先生」龍吟社、ｐ7９

3３

…スペルリング書は各生徒に輿へられた。

、111の上げ下げを教へる事、1.1111Mに及んだ。ヂェーズは、通讓なしに英iMiを散へ、ｕの開き方や、111の上げ下げを教へる事、凸1.1111'1に及んだ

…發背がすむと、ウエプスタアのスペルリングを教へたが、｜}ｌ来ない者は落第させられた。…

＊この部分について、引１１１の性なし。

③1958(１２、１１({和女子大学近代文学１i1f究篭・編集「近代文学ｲｉ１ｉ究砿１１；jIO、ｐ､112

…海老名梛正は次のように記している。…スペリングｉｌｆは各生徒に与へられた。ヂェーンズは

jmiil<なしに英語を教へ１１のＩｌｌき方や、舌の上げ下げを教へること、十日町に及んだ。発音が済

むと、ウェプスタのスペリングを教へたが出来ない者は落第させられた。…

＊「渡iWi常吉「海老名弾正先生」ﾋﾉL頁」からの引用した旨の衣示あり。

（１）1975《1畠、Notehelfm;Ｆ１Ｇ.,"LLJaneslnJapan:CarrierofAmericanCulmreandChristianitW

JournaIofPresbyterianlｌｉｓＩｏＩｙｖｏｌｕｍｅ５４－ｎｕｍｂｅｒ４ｗｉｎｔｅｒｌ975,Presbyterianllistorical

Sociely,I).329．

…迎辞は解雇された。彼は、ノI《従一人一人にスペリングブックを渡し、そのテキストの''１に出て

くる英lli語を発音するためには、それぞれ舌をどう動かせばよいか教授した。生徒達は、１０日の

猫ｆの後、一連の試験を受けた．ある生徒は、これらの試験で「身は縮んだ」と、後年、回顧し

ている。…

＊この部分についての注はないが、２パラグラフ前に、渡瀬1MF吉「海老名揮正先ﾉﾋ」Ｉ〕､79の別の部分

をリl111している。ノートヘルファー氏は海老名弾正の研究家として有名である。

⑤1984ｲﾄﾞ、熊本県立第一ilI6等学校・綱「隈本古城史ｊｐｐ､447-8

第二厳熊木洋學校とジェーンズ第一節熊本洋學枝花立三郎

郷程衣を見ることができないが、海老名弾正のImllKii談で、大体の学習順序を知ることができる。

その授業状態は、一年の岐初にスペリング書が各生徒に'j･えられ、発音練習をすることl0日間、

それがすむとウェブスターのスペリングである。これを'１:Iii-m、午後一回教えられた…

＊「渡瀬常吉「海老名弾1[先生」ヒノL一八二頁｡」と注あり。

（IBD'1997ｲ|§、｜可志社大学人文科学研究Iﾘ『・縞ア熊本バンド研究１１本プロテスタンテイズムの一源流

と腱|M」復刻版ｐ､150

海老塒ｉ４ｌＴＩＩの後年緒回MIiによると、洋學校の授業状態について、「口の開き方や、１ざの上げ下げ

を教えるＴＩＩ、十日間に及んだ．…

＊「渡iWi常吉「海老名弾正先Ll皇よﾋﾉL一八二頁｡」と注あIル

ロ,(2)1893(i:、「ﾉL州文學第参拾蔽鍵附鍬」九州文學社（熊本聯iiC麻郡熊本英學校内）ｐ３６

ｒ教育の事に闇して」下村紫太郎氏談話

酢學校に於て第一に学びし,11:はウェプスターの「スペリング、ブック」なりき、余始て先生に就

て此ｉｌ１:を學ぶ、最初のｌＩａ、l)、ｃ、。、ｅ、「､の六字を帆びこljqI1にして之を卒へ、次にｂａ＝ベ‐、



L､Ｌ・ジェーンズ大尉と熊本洋乎佼一教師館までのルート及び熊木洋梁校再考一 7３

ｂｅ＝ビー、ｂｉ＝パイの章に移れI)、余は先生の教の髄にｂ－ａ－ベ_と唱ふるﾘﾄﾞは癒せとも、何

故にｂとａとを合すればぺ-と麦ふ音を發するかを知らず、唯だむやみに勉強して之を暗記した

り､…

⑧1985年、IHilj啓介・他共報「熊本英学史さ本邦iIf紺ｐ､９８

…ジェーンズは此のテキスト（＝ウェブスターのスペリング・ブック）によってＡＢＣの発音か

ら教えた。当時の教え子のひとりﾄﾞ村孝太郎は、次のように回想している。

洋學校に於いて第一に学びしi1l:はウェブスターの「スペリング･ブック」なりき。余始て先

生に就て此評を学ぶ。lIi初の｢1ａ、ｂ、ｃ、。、Ｇ、ｆ､の六字を学び、三四ELにして之を卒へ、

次にｂａ＝ベ－，ｂｅ＝ビー、ｂｉ＝パイの章に移れI)。…

＊記述の通I)、アルファベットの学１１１１期間は、下村孝太郎回想録よ}〕引用。

⑨1991年、禍１１１昇八ア語学|Ｍ１通l」大修館書店ｐ,９

岐初の[１，ジェインズは､ABCDEFの六文字の大文字小文字を教えた。こうして四'三１１mでアル

ファベットを終えた。次には本,MHに人I〕、どのつづり字は同発音するかの訓練を始めた｡…生徒は

ｂとａが一所になるとなぜ「ぺイ」と読むのか分からぬままに､ただ先生の口まねをする｡…

＊この部分について、引用の性なし。

TlleE(liIoroftl1eKyushuBullgakll,Ｃ(xＩ)１１(Lj↑lJtu"Ｃｓ(u71(Ｕ〃ｊｓＷｂｒｋｊ〃Ｊ(LjDa?z,KyushuBllngaku，1893,

pp8-9・

宇野東風「我観熊本教育の変避さ第一欝房、1983年、ｐ､56．

松）|:康秀「熊本祥学校とその周辺』ｉＩｌｉ文社、1967年、ｐ34.／Fuwa,Tadaiiro."MvRel11iniscencesof

CapLJalles/，（原稿複写）／海老満l1illjl｛「熊本洋學校と熊本バンドと」熊本偕行社、1935年、ｐ､１２．

徳富猯一郎「蘇峰iL1伝」中央公論社、1935年、ｐｐ､52-53,ｐ６０／潮谷総一郎「熊本洋学校とジエーン

ズ熊本バンドの人びと」熊本年鑑社、1991年、Ｉ)86．

徳？;『猪一郎ア蘇峰自伝」Ｉｉｌ央公論社、1935年、ｐ､65．

横ﾉﾄﾞ時雄（当時、伊勢時雄）は「泰教趣意書」において将名者35名中29番目に署名している。

徳1;1猫一郎「蘇峰IL1伝」中央公論社、］935年、ｐ､５９／犬飼偏義・編ア改訂・近代熊本１１４蝿ｉ２表明治

lMi」共|可体社、1976年、ｐ､19．

犬飼偏義・編７改訂・近代熊本腿！(iｲ１K衣明治篇」共liil体社、1976年、ｐ19.／石井祥子「ＬＬ､Janes

大尉の熊本における足跡」「熊本1IiW:大学大学院文学研究科蔵集」第２号、2009年、ｌ〕p・xv-xx・

花立三郎「横井小楠の業繍と思想」ｒ近代熊本の思想と文化」熊本大学、1982年、ppl8-l9

Jalues、ＫＣＭＡ』VO7D、史料蕊報第lILl災、ｐ,76．

化1M.，史料彙報第二集、pp26-34・

伊騨見謙吉「改訂肥後藩國斗I史料」巻十、侯爵細川家鵠纂所、1932年、Ｐ692,ｐ､878．

熊本縣教育委員会「熊本縣教青史」」2巻、臨川書li1i、1975ｲ１２、ｐ､301．「熊本脾教育史」によると、熊

本洋學校は、明治初年からIﾘ}治５ｲ1:学制頒布までの第一１０１で、「教養ノーiミナル教科」として「英語」

を教授した中等教育に区分されている。

熊本llMi教育委員会「熊本縣教青史」上を、臨川普店、1975年、ｐ､521．「熊本藤敦青史」によると、熊

本洋染校は、明治５年学制頒布からli112年教育令発布までの第二期で、古城醤學校とともに高等教育

に区分されている。

ｲﾋﾟ立三郎「幕末アメリカに留学した肥後藩士」「肥後蕊Iﾘ１１０１の人びと』熊本大学、198`１年、ｐ32.
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CaptL・LJanesandtheKumamotoYo-Gakko：

ReviewsonJanes,ArrivalRoutetotheTeacher,sHouse
andtheKumamotoYo-Gakko

lSIlllMasako

Betweenl871andl876,Capt.Ｌ､Ｌ・JallGsinstl･uctedtheselecLGdboysandgirlsinWestGrI1cultureand

sciencewilhou［anyinterpretersatthel<umalnotoYO-Gakko、Dependmgonthematerialsleftm

Kumamoto，ＩdrewapossiblecollclusiollIjhattheJanes1routeIjotheteacher，shouseinFurushiroran

alongtllel･iverbankofthepresentmsuboiRiver,msteadoftheShirakawaRiver,ashasbeeJ11〕e1ievedso

far・BesidesIthispaperattemptstodiscussthebackgroundortheestablishmemtoftheYb-Gakkoandits

controversyHrst,theeducationmcludillgtheschoolschedules,thGnrstoperationattheschoolandthe

studydaysfbrlearningthealphabetnext,alldlinallythereasoI1fOrtheclosureoftheschooLThisstudy

leadsustoaviewthatthedurationofthel〈llmamotoYb-GakkowasstronglyiniluencedbythepoUtical

powel･ａｌｌ〔Ithesocialsituationmthoseduys．




